
診療報酬に関する院内掲示について 

2026 年 6 月 1 日より診療報酬の改訂につき、以下の窓口負担が変更となります。円滑な医

療を進めるための取り組みですので、患者様におかれましては何卒ご了承くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

電子的診療情報連携体制整備加算  

当院では医療 DX を通じて質の高い診療を実施するための十分な情報を取得・活用し、医

療の提供に努めております。 

・オンライン請求を行っています。 

・診療報酬明細書を患者様に無償で交付しています。 

・オンライン資格確認を行う体制を有しています。 

・医師が、オンライン資格確認等システムを利用して取得した診療情報を閲覧又は活用で

きる体制を有しています。 

・受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診療情報を取得・活用して診療を行いま

す。 

・当院はマイナ保険証利用率が 30％以上を超えています。 

・マイナポータルの医療情報等に基づき、患者様からの健康管理に関わる相談に応じ、十

分な情報を取得・活用して診療を行います。 

 

 外来・在宅ベースアップ評価料について 

当院では、医療現場で働く職員の処遇改善を目的として、厚生労働省の定める施設基準に

基づき外来・在宅ベースアップ評価料を算定しています。 

本評価料は、医療従事者の賃金改善を通じて、質の高い医療を継続的に提供する体制を

確保するためのものです。患者様にはご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

地域支援・医薬品供給対応体制加算 

当院では厚生労働省の方針に従い、患者様負担の軽減、医療保険財政の改善に資するもの

として、後発医薬品（ジェネリック医薬品）＊を積極的に採用しております。 

・医薬品の供給不足が発生した場合、薬剤の処方変更等に関して適切な対応を行います。 

・医薬品の供給状況によって薬剤の処方が変更となる可能性がありますが、その際には患

者様にご説明いたします。 

＊後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは 

先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される、先発医薬品と同じ有効成分、

同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。先発医薬品より安価で、効き目や安全性

は先発医薬品と同等です。 



 

生活習慣病管理料（Ⅰ）・（Ⅱ）に関するご案内 

当院では、高血圧症、脂質異常症、糖尿病を主病とされる患者様を対象に、個々の状態

に応じた総合的な治療管理を行うため「生活習慣病管理料（Ⅰ）」または「生活習慣病管

理料（Ⅱ）」を算定しております。長期処方・リフィル処方箋への対応患者様の状態に応

じ、医師の判断のもと、以下のいずれの対応も可能です。 

28 日以上の長期処方またはリフィル処方箋の発行 

※長期処方やリフィル処方箋の交付が可能かどうかは、患者様の病状に応じて主治医が医

学的に判断いたします。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

当院が届け出ている主な施設基準 

当院では、以下の施設基準等について、関東信越厚生局に届出を行っています。 

電子的診療情報連携体制整備加算 

地域支援・医薬品供給対応体制加算 

外来・在宅ベースアップ評価料 

※実際の届出内容に基づき、最新の情報へ随時更新いたします。 


